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令和５年度 委託研究事業 追跡調査 普及事例

１ 研究の背景

革新的技術開発・緊急展開事業（うち先導プロジェクト）

実施期間

研究グループ

作成者 農研機構畜産研究部門 樋口 幹人

２ 研究の概要

３ 研究期間中の主要な成果

４ 研究終了後の新たな成果

６ 開発した技術・成果の社会実装（実用化）・普及の実績及び今後の展開

７ 開発した技術・成果が普及することによる波及効果及び国民生活への貢献

肉用牛１頭当たりの飼料給与量が低減することにより、農場レベルでは価格が高騰している輸入飼料の使用
が減少し、国全体として飼料輸入量が削減されることで飼料自給率の向上につながることが期待される。

（１）社会実装（実用化）・普及の実績

（２）社会実装（実用化）・普及の達成要因

肥育開始を8ヶ月齢とし、肥育前期のＮＤＦ（中性デタージェント繊維）比率を高める短期肥育プログラムにより、
26ヶ月齢出荷時まで良好な増体が確保され、枝肉形質も29ヶ月齢肥育牛と遜色ない成績を得た。本プログラ
ムにより、肥育期間中の濃厚飼料摂取量を29ヶ月齢肥育より10％以上節減できることを実証した。

「日本飼養標準（肉用牛）2022版」の刊行（6－（1）参照）。

本プロジェクトで課題として残された、肥育期間短縮牛の枝肉品質、適正な出荷月齢、ならびに肥育期間
短縮に適した系統の探索、経営への影響等についてさらに検証するため、プロジェクト研究等で研究を進め
るとともに、引き続き肥育期間短縮に関する情報発信を行う。

① 本プロジェクト成果を踏まえ、普及誌等で肥育期間短縮に関する情報発信を行い、公設試験研究機関等
で現場普及を見据えた肥育期間短縮プログラムの開発が行われている。

② 本プロジェクトによる飼養試験データに基づき、日本飼養標準（肉用牛） 改訂における肉用種去勢牛の標
準発育曲線ならびに栄養水準の改訂作業が行われ、2022年版（改訂版）に反映された。日本飼養標準は
既に3,000部以上販売され、畜産現場での普及指導に活用されている。

①については、肥育期間短縮に関して積極的に情報発信していること、ならびに飼料費高騰を受けて肥育
期間短縮に関心を持つ肥育事業者が増えていることが要因として挙げられる。
②については、プロジェクト実施にあたり、体重、体型、飼料摂取量、栄養摂取量、血液生化学等の詳細な
データを取得していたため、これらデータを活用したことで、旧版の日本飼養標準に対して指摘された、肉用
牛の大型化による発育曲線および栄養水準の改訂に対応できたことが挙げられる。

（３）今後の開発・普及目標

５ 公表した主な特許・品種・論文

平成27年度家畜改良増殖目標では、平成37（令和7）年度の黒毛和種去勢肥育牛の目標出荷月齢を24から
26ヶ月齢としているが、現在の出荷月齢は平均29ヶ月齢であり、枝肉重量および脂肪交雑を目指して長期化
する傾向にある。これにより１頭当たりの飼料費増加につながり、飼料費の高騰が常態化している状況下で肥
育経営を圧迫する要因ととなっている。

出荷月齢を現行より約100日短縮して26ヶ月とする、黒毛和種去勢牛の育成・肥育管理技術を開発する。
また育成・肥育管理技術をサポートする先進的技術を開発するとともに、技術の経営的評価を行う。



研究終了後の成果の普及状況
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2024年度新規の研究プロジェクト
に応募計画中。

普及

実用化開発

基礎・応用

肥育前期の繊維水準に着目した短期肥育技術開発
肥育期間短縮に適した種雄牛系統の探索
肥育試験データの日本飼養標準（肉用牛）改訂版への反映
肥育牛のコバルト欠乏に関する新知見
短期肥育牛肉の肉質の理化学評価ならびに官能評価
短期肥育牛肉販売促進のための市場調査ならびに経営評価
等

日本飼養標準
（肉用牛）
2022年版刊行

普及実績
日本飼養標準
3,000冊販売

先導プロジェクト「国際競争力強化に向けた黒毛
和種短期肥育技術の開発」2016-2020年度

事業名「日本飼養標準検討委員会
（肉用牛部会）」

（se02） 国際競争力強化に向けた黒毛和種短期肥育技術の開発

第２回共同肥育試験成績（抜粋）研究期間中の成果
高NDF
平CP：
短期

平NDF
高CP：
短期

平NDF
平CP：
短期

平NDF
平CP：
慣行

2019年度
全国平均*

頭数 29 27 25 24 227,759
出荷月齢 25.9 26.1 26.0 29.2 28.8

4等級以上
28/29
(96%)

27/25
(93%)

25/25
(100%)

22/24
(92%)

(84%)

枝肉重量(kg) 499.0 477.4 489.9 511.6 509.0

胸最長筋面積(cm2) 64.5 60.6 62.5 62.7 64.6
ばらの厚さ(cm) 8.5 8.1 8.0 8.7 8.2
皮下脂肪の厚さ(cm) 2.9 2.6 2.7 2.9 2.5
歩留基準値 74.6 74.4 74.2 74.2 74.7
脂肪交雑等級(BMS) 7.8 7.2 7.6 8.7 7.7
肉色等級(BCS) 3.5 3.6 3.4 3.5 3.7
締まり 4.5 4.4 4.5 4.7 4.4
きめ 4.7 4.4 4.6 4.8 4.4
脂肪色等級(BFS) 2.7 2.7 2.6 2.8 2.7
*日本食肉格付協会公表資料、出荷月齢は家畜個体識別データベースから推計。

肥育期間を約100日間短縮し、26ヶ月齢・枝肉
重量475kg以上、肉質4等級以上を目標とする。

※短期肥育区（赤・黄・緑）は左記の目標を達成。

研究期間後の成果

日本飼養標準肉用牛2022年版
（2023年3月刊行）

日本飼養標準で採用された黒毛和種去勢牛標準発育曲線（左グラフ）、
発育曲線通り増体した場合の乾物摂取量（右グラフ）の従来版と改訂版
での比較。

日本飼養標準（肉用牛）改訂版
へのデータ活用

商業誌等で肥育期間短縮をPR


